JODA レース委員会


　　　　　　　　　　　　　全日本枠配分の目安　　　　　　　2007/5/27　　修正
1 判断要素

次の判断要素は、各要素が同等ではなく、OP級全日本選手権に参加させるに相応しい

選手選考であるかどうかを優先的に考慮する。
1、 参加人員

2、 参加クラブ

3、 レース数

4、 レースの精度

5、 実施時期

2 基準

原則として、次の分類のとおりであるが、各要素を組み合わせてその他の事情を考慮して検討する。

1、 参加人員数

原則として、OP協会加盟者とする。(大会日数も考慮する)
(1)　30名まで　　　　　　　　　　　　1名

(2)　60名未満　　　　　　　　　　　　2名

(3)　60名以上　　　　　　　　　　　　3名
2、 参加クラブ数

原則として、OP協会加盟クラブとする

(1)　 5クラブまで　　　　　　　　　　1名

(2)   ９クラブまで                    2名

(3)  10クラブ以上　　　　　　　　　　3名
3、 レース数

(1) 　2レースまで　　　　　　　　　　1名　　　　　　レースの精度、詳細
(2)   4レースまで 　　　　　　　　　 2名

(3)   5レース以上  　　　　　　　　　3名

4、 レースの精度

(1)  OP級全日本選手権のレース運営に程遠い　　1名
(2)　OP級全日本選手権のレース運営に近い      2名

(3)  OP級全日本選手権のレース運営と同程度　　3名

5、 実施時期
前年のOP級全日本選手権終了後、東西の各選手権までに実施すること。

OP全日本選手権では、高品質なレース運営を心がけており、それを行う主な注意点を例示すると、


コースが正確、②スタートラインが正確、③スタート手順に誤りがない、④リコールを正確に読む事ができる、⑤レース時間設定が正確、⑥一定時間風速が3m/s以下になった場合及び風向が30度以上振れた場合など選手に不公平が生じたときにレースが中止できる、⑦ジャッジを必要数確保できる、⑧ルール違反、特にRRS.42違反を厳格に取り締まることができることなどである。











